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研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 共著
第48回日本看護学会論
文集，精神看護，147-
150

〇成田みぎわ，大澤優
子，丸山昭子，青森広
美

2

3

（３）学会発表

1 共著
第45回日本看護研究学
会学術集会、熊本市

〇青森広美、菅原幸
恵

2 共著
第38回日本看護科学学
会学術集会、愛媛市

〇近藤誓子、青森広
美，石川美智子，菅
原幸恵他

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018．5～2018．７

2

3

4

（２）演習

1 2018.10～2019．１

2 2018.4～2018．７

該当なし

基礎看護学

修士（看護学）

1988年信州大学医療技術短期大学部　2007年放送大学　教養学部　　2012年埼玉県立大学大学院保健
医療福祉研究科　修士課程

2013年　埼玉医科大学保健医療学部　講師　2015年日本保健医療大学保健医療学部　講師　2019年埼玉
県立大学保健医療福祉学部　准教授

日本看護学会、日本看護科学学会、日本看護倫理学会、日本看護研究学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

中学生及び高校生へのメメンタルヘルス・
リテラシー教育プログラム実践の国内研
究の動向

看護学生の食生活に関する研究の動向

該当なし

2年生対象。科目責任者として検査や治療に関わる看護技術に関し
て、シミュレータを用いた演習を実施した。根拠を考え、安全に援助
が実施できるよう指導した。

看護技術演習Ⅱ（診療の補助技術）

看護技術演習Ⅰ（生活援助技術）
1年生対象。科目責任者として日常生活援助技術の動画を作成し、
イメージ化を図った。技術の核となる「安全・安楽・自立」を考えた援
助を考え実施できるように指導した。

看護研究
4年生担当。科目責任者とともに看護研究計画書作成までを指導し
た。リサーチクエスチョンを見出すために、ともに考え指導を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

早期体験実習開始の時期が異なる看護
学生の学習意欲の比較

競争的資金等の名称

該当なし



3
2018．10～2019．
１

4
2018．10～2019．
１

5 2018．４～2018．７

6
２０１８．５～2018・
７

（３）実習

1 2018.7

2 2018.9

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

実践看護論
2年生対象。看護過程の展開に援助の実践を組み込んだ演習であ
る。科目責任者とともに看護過程を展開する力を強化し、実践のイ
メージ化を図った。

該当なし

該当なし

基礎看護学実習Ⅱ
2年生対象。初めて受け持ち患者を受け持ち看護過程を展開する実
習である。患者の全体像をとらえ、個別的な日常生活援助が実施で
きるように指導した。

基礎看護学実習Ⅰ
1年生担当。副科目責任者として実習を調整した。初めての病院実
習が今後の学習の動機づけとなるよう関わった。

該当なし

基礎ゼミ
1年生対象。1グループ10名を担当した。入学間もない学生たちに対
して、今後の学習の動機づけにあるような課題を出し、グループワー
ク、発表を行った。

ヘルスアセスメント
1年生対象。科目責任者とともにバイタルサイン測定や全身のフィジ
カルアセスメントを正しい手技で実施し、考察できるように指導し他。

看護過程
1年生対象。科目責任者とともにグループワークを行い、個々の学生
の理解のレベルに合わせた指導を行った。


